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′､DDT細 現岬 ,乏血 戟享巌 各種の有嘩
･て合成殺虫剤が哉来されて居るが,中でもBHC即
. ち benzcn.占h甲aChloride拝共.o勝れた殺虫力と

簡易な製造工程との環に,､攻近注目の的となつ七､

･雑た｡BHC.の強大な殺虫力は主として此甲中の

Ir一異性体に依るものであり,諸種の蚊や象蝿を始 一
め取多くの苦虫に封して有効である等恥 R:A.

BLADE氏(I)により哉衣′されて居るo'そして之は勲,

光は勿論酸化にも極めて安定で 耳･W･.iiATEMAN∫
.氏等(2)はBHC58%,磨防20%,ECIO82OPi,

≡MgO卑%の割合の況合物を燃焼させて得た煙の申
ヽ I

には･BHCが原料の69.8% も不党や存在する

と竃表して居る｡倍同氏等はI)I)'Tに就ても同様

の質験を行いJDI)T:57%,庶坊2216%,RC10,I

l
I70%の効率で煙の申年I)bTを得て居り,此の効

率は況合物申の殺虫剤の盈を減らせば硬に高くな

='芸_li_喜? ==芸,:_:=i:≡主三言三 三:_-I:i_-i_L1-L･:-.;

刑的な作用(3)も持って居る｡

I

香々は第1(や,罪2(5)取に●於て,除虫菊抽出粕

を主原料とし之に benzdphen,oneその他の化合■

I.･.物を混用した組香を作り,それらの煤煙の落下効
'カをイェ-･ェ出に7カイエ加増Lfして比較桧訂し
'允可;/木取Jilに於てはBHCが上に述べた諸性質

/J ltより酪順 刑として誼t:て居るので,純粋なγ｢及
甲 a一興性休出にBHC況今物を用vlて線番i･作

/ り･それらの畑煙のイエこ,･ェに封する効力をLPy･ヽ

′′ー

し
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rct,hrin,DDT等と此奴した｡ 伽 ､｣るBHC ､､､
混用線香を質際に使用した場合の,蚊に封する効 し
ヵ放た人畜に封する毎の有無の問題は,此虚で良

一臆論外とし今筏の研究に侠つ事とする.･.

昏 ■ 飴 i ′

1･､線香の殺虫効果試於方法.･試験装匠,′供試

五 煤煙の班 等定すべて即 掛牝 重安した通
LDであるが,唯試験方法に於て第1枚では線香が

完重た燃え蓋した所え併読虫を'追い込んや共の時

より時間を測定したのに対し,本紀では硬め供託i
虫を装置内に入れて泣き,此の申え爾端に点火L

Eた線香を入れて此の時より時間を測定した｡.雪の

ため元木取の試据 晃を奉纏 摘 果と畢 空
軍は甲衆ない｡本取め試嘩方法によれば初期の落
せに要す′る時間が多少長くなも｡

/､2･試飴線香の種類,組成.'試験､した線香の柾

周 と組成は貞義あ通りである｡ .I_∫
使用'したγ丁,/a-BfIC及び タ,9'二I)DTは夫
々十分再結梢製Li次の如き融点を示すものを用

いた｡ ＼ ー

r-BHC. ㌔ lilヤ1120.I
･ α-BfrC ･■167-16801

:P,PLDDT -107-1080 ､ノ

･又粗BHC?γ-異性体含有量は16･75%,(ポプ
ラログラ7態によ相 星)守 ,準早野粉,′亜出粕

蛤の PFrethrl'n含有量は兵々0･67､%･.10･?92%I
(いづれも風産物に封する%)であった｡ 療準蚊

取線香の Pyr9thrin含有量0.55% も風乾%であ

る｡
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/ -備 考 択準線香以外の各線香は上記の他不粉 5号･桁粉;Og,から成って居るO ` ■ /I

3･試由結果:試験し挺結由緒 1国及び卵 ､/'では約11の効力や 示声.なかった･.柑 毎 度ム
㌔'団Iq通りである｡此の結果はいづFLも同一世代の一㌦ N.･11でも標準の約%である;

I ′.ノ J
蝿を用いて行つが ～咽 の試験甲平均値である｡卜 /
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考一1 -察

1･r上BLiCと除虫菊との効加 ヒ琴:B王ICの

殺虫轡 r一異性体に牢由する事は如 述べPb:･
哩の γ-BHC'の効力は極めて強く,虫によって.

差異埠あるが一般にPyrettirinと同等或はそれ以､
1 i

上と替われて居る｡ そこや奇々はL耳o･10,111の

莱

様な線香を作り班準線香

,riられる枝に期待に反し

した廃;第事国に

効力は轟く1,按準

と氾肱の上で等しいh'o～･,loは53% 蒔下率に於
16 ∴ l∴

l ■

l ＼

＼
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2･γ-.BHCとpyrettlrinとの8女ndrgiSm･'＼
γ-BfICとPyrethrinとの間の相互協力税汲む

見るた.u CNo･12の線香を作りNo･10及び瑚 (3と

比較し海;第 1固No･.10＼と第2固 No.12と車比.

校すれば明か誓γ-BHC とpyrethrinとのMに
syncrgisticな開院があき事を知る｡-しかしh'o･1･F'

でも標準に此べて50%落下率忙放てはf5I約34の効

力しか示さなVT｡ - ′

43･a'-BHCの効力･'BfICはγ一異性体を放り
ては殆ん空文は全く効力が無い(1耳3)と言われて屈
rーるが,Nol18の様な線香を件9葵.aJ勢力を寵験し

た廃'第1同町見る様に漁期咋反し効力′を示 し

た｡.之が効力を葡すJa事はNo･1rgが殆んど効力

を示さ.ない事

カは α-BHC,?.:,::;:芸l
ノ ･

ら.誓 _HBCH'oc-1i琶yTe?htri:諾 慧 e三:gl叩 ‥

No･14の様な線琴を件少耳o･13と此奴したが'-
第1圃･第2園に見られる通り雨零の問に殆んど

効力の差は無く,α-BHCとpyr?thrhとのme}
･iynergi甲 は以上の賛助では明かでない｡ l′

戸.粗BHCの効力;粗B打CとはBfIC.の各･∴

′稜異性体の混合物であるが,此の中の50･-60%は

於である｡併し乍ら其の効

ミ γ-BHCの10倍であるか

a~異性体である｡･a~BECは比の様嘩 甲 Cノ
の中に多畳に存在するた臥 号の効力はr-BHO

eH/10gL/Tでも･粗BHCを混用･した線香では
l一･
､●
/
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γ-BHCの効力にかなり大A
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与彫!.Jqするのではな

いかと考え,γ-BHCの合有丑に耽ては野o･10と'

等しいNo･･15の粗BHC3ク錘 入組酌 作って
威こ匝 比較した｡非の坪娘は節相 の校に'No･10

より電かに良好で'γ-BHCP合有丑が2倍であ

るh'b･11･よ＼抄も良い総見を将卒｡ 勿論粗BHC
中にk γ,a一以外にβ,6,E等の異性体が存在す

るから此の結果を直に α-BHC.の彪撃と断定は

出来ないが,β以下あ異性体が若し残分の効力を

有するとしても量的に少いから大した影響はない

と考えられる｡1それ故に煤煙に依る効力試験では

Bfldゐ効力はγ-BHCの合有直のみで判定仕出

'J 木ない｡No･)的 この様に相常良い結果を示したが

庭準に比づるとまだ随分劣づて居るので･な粥的

～ . ∵匹敵するか或は之を凌由するものむと考え,γ-B
ECとpyrethrinとの,syncrgismも考慮に入れて

No.16の線香を/肘Dそ?効力を試験した｡井の結I I

果は第2.画Z'ia.｡で甚だ惑い結果を嬉た了Lも､し

′ 此の線香は火附きが極めて悪く,質験途中に屡哀

立油えを生じ,そわ都度点火を繰返した馬,No.

､16の結果は正確とは青い難い｡B'EC白身はcclj
等と同様極めて燃え難く,;-BHC･を6%入れた

'rNo･13,14.の毎 も少し火附きが感かったカ亨,臥

Bfldを6%･入噂 No･16は何か他の療廃補助
.刑でも吸入しなければ質用になら五いと思う｡･_又

粗TlHC混用線香はBfIC準有の悪臭が烈しい｡

･ 6･,p,pJ-DDTの効力･'参考のため寄々はtN0･
17,18の様なp,pr-I)PT混用臨香を作 りその効
力を試験した慮 第1周 No･17,第2周No･-18の

ノ嘩な結果を得た｡Ibtto･* に見る通｡i%の混入
量ではタ,p-一一DI)T.は非常に効力が劣り1,No.18＼
ゐ様に Pyretl叩inTが 0.15% 入ったものは比の

1'yrCthrin′O.効力が放く出も I)DTの落下に封
する効果は余り出七居ない｡封〇･20はpyrcth巾

が0:15%あみゐ線番であるが第2国の h'O._Oo:と

hTo･18とを比校すれば此の郡はキく分る｡
以上の相乗より'BIICやDDTを:況用した紐

帯の惰性によるイエバ:Zlの落下速腔は.･此の質験＼
に任用した程度わ況用率Cは,除虫襟鹿 の線香に■

は及ばない串を知った｡しかし衷苛政の結果は蝿

を落下させる強さを試験したもので'､蝿を致死さ

･せる串とは白すから別の意義を狩って居る｡そし･

′′

･.I-て W･A･GERS.DORFF 氏埠(6)もr-BHC･如'-
D7)T及びpyrcthrJ'nの各石油溶液の噴霧に依る

I㌫;'諾 KB!'ilca芝慧 慧 nL三･186票 票 芸
DTはPyrcthn'n'の2倍として居るが,その25分

･＼後の落下隼9㌦-I)LDT･γ-BHC共KIPyrethrin
! よりも造かに劣ると東表して居る･;しかし乍ら蚊

･取線香と七ての効ガを動態するには致死率よりも

落下速度が重要であっ王,｣pyrcthrinの比顎なき､

速効性が線香の効力に重安な意義を持って居る詳

･である.

/ 要 ∴ q約 ､' -

1･ben竺cmchexachloridc(BHC)が殺虫刀･

遍 く･周 ,光,酸化に安定で,嘩蒸剤的作用あり,.

阜ゐ上に褒造工程が珊易であるので,それを混用′ I
した除虫菊抽出粕紋香を作り,イよJ'･ェに封する

-落下効力を絵虫菊と此校Lた｡

21･BHCの効Jlq,主産で卒や Tや HCを-0･5
%合有する線香は'pyrc.thrinを0,.65%合有す.a `

一除虫菊鹿香に封して'60%落下率に於て約牛分の

効力しか示苧ない｡･加 γ-BHC'q'合有幣 2
倍にしても何除虫菊に及ばない｡

･3･γてBfICと,py,rethiin､との間には synei･gi-~ヽ

smザ存在す･8｡I ′ 1

4.従来殆んと効力がないとされて居た~α-B王Ⅰ

､C_も之を6%合有する線香はかなりの効坑を示し＼
･･た｡しかしcB-BHCはpyr̀,thrl'nとの問にSyner-

gFsmを示さなかった｡＼

6.■la-BffCを53-60%;r-BfICを 1b.76%

′合有する粗BHCを3%混用した挽香 (r-BHC.

0.5%合有)はr-BHCのみを0.6%合有する線香

よ岬 かに良い脚 は 示した｡しカiL敢ぞ除虫菊
に比べるとかなり劣る.BLHCは燃焼し難Vlから

,5年以上混用すると線香は燃え稚bL0､
.6.タ,〆rT)DT1%を混用した線香は∴落下速

度遅く問題とならなYl｡∴

本研究を行うに貰って御碍導と御牧擬を賜づた･＼

武居教授･:蛙に試験用?蝿を庚給きれた草津純夫

氏た厚く感謝の意を衰する｡.又種々便宜扇 トって

戯いた農畢部中島助教授1′常研究虫朋焚藤七L政

一田昌之,大岩俊彦の諸氏に御穫申し上げる｡
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lI.Resu掛金

OLvariワussynthetic･insect王cl'dcswhichhave-beenfbund′sincethed王scovcryofI)DT'Dノ

EC(benzeneh甲aChloride)hasrecentlyもecometheobjectofconsidcrablcinterestbccEult.C＼ ノ ヽ

Ofitsoutstandingeffectiもcncsslanditssimi)lemanufacturit)gprocess.BHCresists.theoxi(1れ･

t王on､andthc･actionofheatandl･'ght/Asiswcllknownthetoやcity fヽBHCdcpcll(lb･

mainlyTPO-nthatl0f'1-isom.erandthelafterhas'adaitionoffu-'･gaや･Weprepare(I･t-10ヽ
/incensesaftersuchfomulaea占̀shownin'.the.Ldllowingtableandthen-:co叫parCdthevclocity～
･LOf･knock二down:causedbythciF;mQkcsagainst.thehousefly (MuscadomesticaL.)wJ'ththLt

′
J(

ノStand叩d'pyrethrun･r . ,･

miXqdcoznpound･ ,, I940fmkcdcotnpd･巨 % ofpyTethdn

γ･IlIIC(m･p･,11!-1120)
do.

do. ,iZ?

α･叩 C(m･p･157-1580).i
do. ∴＼

Cru･IeBIIC(γcpnteht;16･75%)
､一一do.
t

p,pl･I)I)T(m.p.107-1080)
4〇･

nOIle
none

_ ＼
EtAndaJd ､ Pyrethrutn(markeIgoods)

0.05

0.05
0.15

0.05

0.15
0.05
0.15
0.05

0.i5

0.05

0.15

ド/ IThesein?enscsw?rc'madcoftheextractionresiduum･ofpyrethrtm an'd･･".tabu･,(aboh･
＼

･LicalceieLntingmafmial)mainly,exceptthe′mix｡dJcompo.ind声inthis.tablc･ThecoI血 t1 I

ofγ-isoJmerinCrudeBHC｢Ⅳasdete血inedbythepolarographidlmethod.
/

/,Thecxpe;imentwasca.Triedouも､inthejfollobingway:0.6gofanincenseisburnedill
+-′＼ I

瓜glasSCy.1;ndcr(18.5litre).'containing-theflicsよnd■thet王mcofknock･downismcnSurCtl

叩CCcSSivcly. ,
! ～ ′

From theresultswllichar占.shownillfig.1.andfig._0.,thefollol▼ing-cons王dcrat王ous､I

18 4/- /
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maybcdrawn:

1.ANo.10anllNo.llarclc.SもcffcctivctllrLtlt,IloStEllL(lTLr(I. .
′

2･GraphsofNo･10･Tmtl.No･1-I)ShowthatthcrqWOllldhcasyncrglSm between r-BHC

dlndpyrcthrins･

ー/
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